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（10月17日大山祇神社） 

 

ごあいさつ 文化協会会長 中村 克衛 
 

昨年の 12月から今年の 1月にかけて、中国の武漢市を中心に発生した新型コロ 

ナウイルス感染症がパンデミックとなり、世界を震撼させています。各国が色々な手 

を打っていますが、感染者は世界で 30万人を超え、死者は 13,000人超となり、なお 

拡大しています。これは傲慢な人類の宇宙、地球への仕打ちに対する仕返しだとす 

る馬鹿げた論説もありますが、一考を要するでしょう。本協会においても、会議や行事が中止になるなど

支障をきたしていますが、正常に戻った暁には、皆様のご期待に応えるべく努力いたしますので、ご支

援のほどお願いいたします。 

 

山陽小野田市文化協会だより                                         

                                        

    
 

 

    

文
化
財
探
訪
に
参
加
し
て 

髙
藤 

峰
子 

 
 

          

バ
ス
一
台
で
し
ま
な
み
海
道
へ
出

発
。
最
初
に
大
三
島
の
大
山
祇
神
社

へ
。
天
照
大
神
の
兄
神
が
御
神
祭
と

い
う
。
樹
齢
二
～
三
千
年
の
楠
の
巨

木
が
境
内
中
央
に
印
象
的
。
近
隣
周

囲
に
も
日
本
最
古
の
原
始
林
。
隣
の

宝
物
館
で
は
、
国
宝
・
重
要
文
化
財

と
し
て
多
く
の
武
器
具
類
を
見
学
。

日
本
の
大
半
が
館
に
あ
る
と
い
う
鎧

や
兜
。
中
で
も
日
本
唯
一
の
女
性
用

鎧
。
ま
た
、
義
経
や
頼
朝
奉
納
の
鎧

の
凝
っ
た
小
細
工
に
は
目
を
見
張
っ

た
。 

 

次
は
、
生
口
島
の
平
山
郁
夫
美
術

館
で
幼
少
か
ら
の
作
品
を
鑑
賞
し
、

ま
さ
に
平
山
芸
術
の
原
風
景
に
触
れ

た
。
美
術
館
を
出
る
と
小
雨
で
、
近

く
の
耕
三
寺
ま
で
急
ぐ
。
多
く
の
極

彩
色
の
堂
塔
が
国
の
文
化
財
と
し
て 

 
 

        

            

 

                 

  

目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。
一
路
帰

途
に
つ
き
、
無
事
充
実
し
た
楽
し
い

旅
と
な
っ
た
。 

  

 

「
サ
ザ
エ
さ
ん
を
鑑
賞
し
ま
し
た
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
邉 

浩
子 

 

今
回
は
、
誰
で
も
口
ず
さ
め
る
日

曜
夕
方
の
TV
番
組
、
サ
ザ
エ
さ
ん
の

舞
台
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
藤
原
紀
香

さ
ん
、
松
平
健
さ
ん
、
高
橋
惠
子
さ

ん
、
タ
マ
は
酒
井
敏
也
さ
ん…

な
ん

と
豪
華
な
キ
ャ
ス
ト
！
し
か
も
、
カ

ツ
オ
は
若
者
に
人
気
の
荒
牧
慶
彦
君

(

娘
の
目
が
♡
に
な
っ
て
い
た
。) 

私
達
が
よ
く
知
っ
て
い
る
サ
ザ
エ

さ
ん
か
ら
10
年
後
の
設
定
で
、
鑑
賞

者
世
代
に
は
ピ
ッ
タ
リ
だ
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
磯
野
家
の
団

欒
で
は
、
ど
の
家
庭
で
も
よ
く
あ
る

社
会
で
の
父
親
、
子
ど
も
の
学
校
の

こ
と
や
進
路
な
ど…

、
最
後
は
、
波

平
さ
ん
の
「
家
」
に
対
す
る
思
い
を

知
り
、
号
泣
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

           

  

                             

            

                             

我
が
家
も
、
四
世
代
同
居
か
ら
三

世
代
同
居
に
な
り
ま
し
た
が
、
相
変

わ
ら
ず
会
話
も
よ
く
聞
こ
え
な
い
く

ら
い
賑
や
か
で
す
。
早
く
帰
っ
て
家

族
の
顔
が
見
た
く
な
り
ま
し
た
。 

み
な
さ
ん
道
中
も
楽
し
ん
で
お
ら

れ
、
笑
顔
♡
笑
顔
の
一
日
で
し
た
。

次
回
も
沢
山
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

令和2年度 文化協会事業計画 

１．主な会議の開催について 

役員会・常任理事会      令和2年5月14日（木）                   小野田オリエンタルホテル 
総会・理事会        新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により書面決議 

   企画実行委員会、文化協会だより編集委員会、自主文化事業実行委員会、各部門部会など随時開催 

２．主な事業実施について  *今後の状況によっては、予定が変更する可能性があります。何卒、ご理解のほどよろしく 
 （１）自主文化事業     お願いいたします 

開 催 日 事 業 名 会 場 

5/10 (日) 第13回山陽小野田コーラスフェスティバル 新型コロナウイルス感染症 
拡大防止対策により中止 6/20 (土) キルスティン・シャベスによる「カルメン」インサイドアウト(語りと演奏) 

2/7 (日) （仮称）澤クヮルテットバレンタインコンサート 不二輸送機ホール 

3/6 (土) アラ還フェスティバルPART XVI＆浦ヒロノリカルテット演奏会2021 不二輸送機ホール 
 

（２）文化バス（個人会員限定） 

開 催 日 行 き 先 備 考 

18/27 (木) 文化財探訪 徳山・鹿野方面 回天記念館・重源の郷 新型コロナウイルス感染症 
拡大防止対策により中止 110/24 (土) 博多座の集い「宝塚歌劇宙組公演」 

 

（３）第16回山陽小野田市民文化祭 
 

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、全都道府県に「緊急事態宣言」が発令され、人との接触機会を減らすことを求め

るなどの措置が講じられているところです。 

 山陽小野田市においても、新型コロナウイルスに対するより一層の感染拡大防止策を講じる必要があることから、 

①市が主催または共催する事業のうち、令和２年８月末までに開催を予定するもの 

②市が主催または共催する事業のうち、令和２年９月以降に開催を予定するもののうち、早期（６月まで）に準備作業に

着手する必要があるもの 

については、中止と決定いたしました。それに伴い、令和２年度の第16回山陽小野田市民文化祭は中止となります。 
 

 

（４）児童生徒書道展 

開  催  日 事  業  名 会 場 

1/28 (木)～2/3(水) 第16回山陽小野田市児童生徒書道展 おのだサンパーク 
 

（５）文化協会だより「さんようおのだ文化」第15号  令和2年7月発行予定 
 

（６）割引対象事業 

開 催 日 事  業  名 会 場 

2/7 (日) （仮称）澤クヮルテットバレンタインコンサート 不二輸送機ホール 

 

❤ 新 規 会 員 募 集 ❤ 

山陽小野田市文化協会の活動に賛同していただ

ける会員を募集しています 
 

●会費 個人会員 年額（1口）２，０００円 

    団体会員 年額（1口）５，０００円 

    賛助会員 年額（1口）５，０００円 

●会員の特典 

・個人会員・賛助会員の方は、割引対象事業の会

員割引が受けられます。 

・会報、その他事業案内をお届けします。 

・個人会員限定の文化バスの交通費が割安になり

ます。 

●申込方法 

加入申込書にご記入の上、会費を振込または事

務局で直接納入してください。 

☆
文
芸
部
門 

縄
地
ヶ
鼻
公
園
振
興
会 

☆
美
術
工
芸
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
原 

宣
子 

☆
茶
華
道
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
上 

幸
枝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
日
舞
部
門 

               
 

藤
田 

扇
広 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
洋
舞
・
そ
の
他
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ベ
ン
ダ
ア
カ
デ
ミ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
邦
楽
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

陽
燦
吟
詠
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
音
楽
部
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
野
田
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

（9月29日 博多座） 

山陽小野田市文化協会だより 
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2019.2.9 澤和樹＆響ホール室内合奏団バレンタインコンサート 

ご 芳 志 

 

 匿名の篤志家 様 

山陽小野田清和会 様 

村谷茶店 様 

 

 



(白琇会） 

（佐久京会） 

   

俳 

句 

山
陽
小
野
田
市
長
賞 

若
き
父
に
花
野
ひ
ろ
が
る
肩
車 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

川
端 

健
一 

山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

富
士
遥
か
立
ち
揃
ひ
た
る
葱
の
剣 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

吉
田 

静
代 

山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

頑
な
に
心
閉
ざ
す
や
木
の
実
独
楽 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

久
保
山
照
子 

山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
会
長
賞 

夕
時
雨
影
絵
の
や
う
な
電
車
過
ぐ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

三
浦 

裕
子 

山
陽
小
野
田
観
光
協
会
会
長
賞 

子
福
者
の
老
い
て
賑
や
か
敬
老
日 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

平
原 

廉
清 

山
陽
小
野
田
俳
句
協
会
会
長
賞 

湖
は
大
地
の
鏡
秋
の
声 

福
田 

武
雄 

川 

柳 

山
陽
小
野
田
市
長
賞 

追
い
縋
る
子
の
手
を
確
か
と
に
ぎ
り 

し
め 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

前
野 

満
夫 

 
 
 
 
 
 

 

                                     

い
て
い
ま
す
。
指
導
の
横
山
純
子
先

生
、
ピ
ア
ノ
の
濱
田
先
生
に
は
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

 

高
齢
化
の
流
れ
に
ア
ク
サ
リ
ス
も

進
ん
で
い
ま
す
が
、「
輝
く
心
」
と
い

う
花
言
葉
を
胸
に
、
輝
く
合
唱
団
を

目
指
し
て
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
歌
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

2021
年
3
月
28
日(

日)

不
二
輸
送

機
ホ
ー
ル
に
て
20
周
年
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
せ
♪
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。 

小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

喜
怒
哀
楽
涙
壺
か
ら
溢
れ
出
る 

 
 
 
 
 

 
 

 
       

藤
本
茂
喜
代 

山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

逆
境
で
掴
ん
だ
夢
が
弾
き
出
す 

 

吉
村 

正
枝 

山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
会
長
賞 

蒼
天
へ
雲
の
メ
ル
ヘ
ン
追
い
掛
け
る 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
  

中
前 

幸
子 

小
野
田
世
面
多
留
川
柳
会
賞 

昭
和
史
の
記
憶
の
中
に
修
羅
数
多 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

菊
永 

咲
子 

短 
歌 

山
陽
小
野
田
市
長
賞 

免
許
証
取
り
上
げ
し
子
は
償
い
に
老

い
た
る
父
に
ス
マ
ホ
を
贈
る 岡

村 

陽
子 

山
陽
小
野
田
市
議
会
議
長
賞 

茄
子
を
焼
く
香
が
厨
べ
に
満
ち
満
ち

て
老
い
の
ひ
と
日
は
つ
ま
し
く
暮
る

る 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

世
良 

弘
美 

山
陽
小
野
田
市
教
育
長
賞 

思
い
出
の
コ
ー
ヒ
ー
喫
茶
に
一
人
来

て
来
る
は
ず
も
な
き
人
を
待
ち
お

り 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

北
島
美
智
子 

山
陽
小
野
田
市
文
化
協
会
会
長
賞 

秋
天
に
女
子
リ
ー
ダ
ー
の
声
響
く
総

練
習
を
引
き
締
む
る
声 

奥
嶋 

明
子 

    

「
素
材
の
魅
力
を
活
か
し
て
」 

白
琇
会 

矢
原 

都 

 

磐
城
流
白
琇
会
の
中
原
白
琇
さ
ん

の
作
品
展
を
鑑
賞
し
た
の
を
き
っ
か 

      

「
市
民
館
使
用
に
感
謝
し
て
」 

 
 

深
沢
歌
謡
教
室 

深
沢 

慶
子 

 

令
和
元
年
8
月
4
日(

日)

不
二

輸
送
機
ホ
ー
ル
に
て
、
第
4
回
愛
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
歌
の
祭
典
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
ご
来
場
の
皆
様
方
の
ご
芳

志
に
よ
る
災
害
義
援
金
を
、
宇
部
日

報
社
様
を
通
し
て
寄
付
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
8
団
体
の

皆
様
の
協
力
に
よ
り
、
和
気
あ
い
あ

い
と
最
後
ま
で
大
盛
況
で
し
た
。 

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
対
策
に
よ
り
、
大
変

残
念
で
す
が
、
第
5
回
愛
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
歌
の
祭
典
は
、
来
年
度
に
延
期

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
耐
震
工

事
を
終
え
、
新
し
く
な
っ
た
市
民
館

で
の
発
表
会
を
成
功
に
導
く
よ
う
、

文
化
の
祭
典
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努

力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
数

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

              

け
に
、
愛
好
者
が
指
導
を
受
け
、
昭

和
六
十
年
四
月
に
小
野
田
支
部
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。 

「
つ
ま
み
絵
」
と
は
ピ
ン
セ
ッ
ト
を

使
い
丸
つ
ま
み
と
剣
つ
ま
み
と
い
う

技
法
で
絹
の
布
の
風
合
い
を
生
か
し
、

立
体
的
に
折
り
込
み
、
台
紙
に
貼
り

付
け
花
鳥
や
風
景
を
描
く
手
法
で
す
。

「
木
目
込
人
形
」
は
桐
の
粉
を
糊
で

固
め
た
ボ
デ
ィ
を
細
工
し
、
滑
ら
か

に
仕
上
げ
パ
ー
ツ
ご
と
の
紙
型
を
作

り
、
布
を
あ
わ
せ
木
目
込
ん
で
完
成

さ
せ
ま
す
。
製
作
日
数
は
要
し
ま
す

が
長
い
間
で
作
品
数
も
増
え
ま
し
た
。  

 
 

 

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
、
市
民
文
化

祭
、
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
な
ど
で
他

の
方
々
の
作
品
に
刺
激
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
高
千
帆
公
民
館
で
毎
月
一

回
集
い
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
観
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
喜
び
と
し
、
元

気
に
楽
し
み
な
が
ら
作
品
作
り
に
励

ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

             

「
長
き
に
わ
た
り
培
わ
れ
た
も
の
」 

 

佐
久
京
会 

鳥
井 

京
子 

 

佐
久
京
会
は
平
成
六
年
に
発
足
致 

      

「
私
の
道
～
一
期
一
会
を
大
切
に
～
」 

美
栄
楽
踊
会  

藤
間
久
美
友 

日
本
舞
踊
を
始
め
て
三
十
年
目
に

な
り
ま
す
。
性
別
を
問
わ
ず
、
自
分

以
外
の
人
を
演
じ
る
事
や
心
情
を
表

現
す
る
こ
と
が
好
き
で
し
た
。
振
付

を
覚
え
る
こ
と
は
大
変
で
す
が
、
尊

敬
す
る
師
匠
の
元
で
、
大
切
な
仲
間

と
共
に
切
磋
琢
磨
し
て
学
ぶ
事
が
、

今
で
は
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
ま

す
。 私

自
身
、
仕
事
と
芸
事
と
子
育
て

を
同
時
に
こ
な
し
て
い
く
の
は
難
し

く
、
な
か
な
か
稽
古
も
思
う
よ
う
に

い
き
ま
せ
ん
が
、
若
い
世
代
の
方
々

に
も
目
を
向
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

日
本
の
伝
統
芸
能
の
担
い
手
の
一
員

と
し
て
微
力
な
が
ら
日
々
精
進
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

   

 

          

「
ベ
ン
ダ
の
紹
介
」 

ベ
ン
ダ
ア
カ
デ
ミ
ー 

長
谷 

清
美 

          

し
ま
し
た
。
当
会
は
、
文
化
協
会
邦

楽
部
門
に
属
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
発
足
以
来
、
は
や
26
年
と
な
り

ま
す
。 

 

小
学
生
か
ら
80
数
歳
ま
で
の
幅

広
い
年
齢
層
で
す
が
、
厳
し
い
稽
古 

の
中
に
も
楽
し
く
、そ
し
て
仲
良
く
、

笑
い
の
絶
え
な
い
賑
や
か
な
会
で
す
。

老
い
は
ボ
ケ
防
止
に
、
若
き
は
趣
味

と
教
養
に
、
稽
古
の
中
か
ら
行
儀
作

法
も
身
に
付
け
、
人
間
性
を
培
い
深

め
て
お
り
ま
す
。
邦
楽
を
い
そ
し
む

子
ど
も
達
の
成
長
を
見
る
事
の
出
来

る
喜
び
は
、
会
員
一
同
が
誇
り
に
思

う
一
つ
で
も
あ
り
、
幸
福
な
こ
と
だ

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

協
会
の
発
展
の
為
に
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
頑
張
り
ま
す
。 

    

「
い
け
ば
な
展
」 

 
 

  
 

 

未
生
流 

浜
野 

信
子 

 
小
野
田
華
道
協
会
創
立
20
周
年

を
記
念
し
て
、
平
成
31
年
2
月
「
お

の
だ
サ
ン
パ
ー
ク
」
に
て
「
い
け
ば

な
展
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
会 

                      

ベ
ン
ダ
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
今
年
で

26
年
目
を
迎
え
る
英
会
話
教
室
と

創
作
ダ
ン
ス
の
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
で
す
。 

英
会
話
は
外
国
人
講
師
と
異
文
化

を
学
び
な
が
ら
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
培
っ
て
い
ま
す
。
創

作
ダ
ン
ス
に
お
い
て
は
ベ
ン
ダ
主
催

の
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
様
々
な
創
作
ダ
ン 

ス
を
発
表
し
、
中
で
も
海
外
や
国
内

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
達
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
は
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。 

又
、
地
域
活
動
で
は
初
心
者
の
為
の

「
楽
し
い
英
会
話
」
や
一
生
元
気
を

モ
ッ
ト
ー
に
「
癒
し
ス
ト
レ
ッ
チ
」

も
行
っ
て
い
ま
す
。
私
達
は
こ
の
文

化
活
動
を
通
じ
世
界
と
の
懸
橋
と
な

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

場
に
は
、
ご
来
賓
の
皆
様
や
多
く
の

市
民
の
方
々
が
来
場
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
各
流
派
代
表
の
先
生
方
と

何
度
も
話
し
合
い
を
重
ね
、
熱
い
思

い
を
寄
せ
合
い
、
五
流
派
、
十
二
団

体
の
力
作
を
出
瓶(

出
展)

す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

 

平
成
か
ら
令
和
へ
と
新
し
い
時
代

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
か
ら

も
伝
統
あ
る
日
本
の
文
化
を
伝
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
花
は
暮
ら

し
に
彩
を
添
え
て
く
れ
ま
す
。 

             

「
輝
く
心
」 

混
声
ア
ク
サ
リ
ス 

藤
原 

千
枝 

〝
ア
ク
サ
リ
ス
〟
と
は
花
の
名
前
で

す
。
和
名
は
「
か
た
ば
み
」
花
言
葉

は
「
輝
く
心
」
元
々
は
宇
部
高
校
合

唱
部
OB
の
合
唱
団
で
し
た
。
今
で
は

公
民
館
活
動
と
し
て
、
ど
な
た
で
も

参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

ア
ク
サ
リ
ス
は
今
年
、
結
成
20
周

年
を
迎
え
ま
す
。
20
年
前
の
暑
い
夏

の
最
中
、
先
輩
方
が
団
員
集
め
の
た

め
に
奔
走
し
「
夕
焼
け
小
焼
け
」
な

ど
の
童
謡
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
と
聞 

      

「
沖
縄
の
心
の
響
き
」
～
の
び
や
か 

な
島
唄
・
華
や
か
な
琉
球
舞
踊
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

比
嘉 

朝
康 

 

令
和
元
年
９
月
21
日(

土)

、
不
二

輸
送
機
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
、
元
ネ

ー
ネ
ー
ズ
の
比
嘉
真
優
子
さ
ん
、
琉

球
舞
踊
の
師
範
で
あ
る
呉
屋
か
な
め

さ
ん
、
小
嶺
和
佳
子
さ
ん
、
そ
し
て

地
謡
、
三
線
の
第
一
人
者
で
あ
る
花

城
英
樹
さ
ん
、平
良 

大
さ
ん
を
沖
縄

か
ら
お
呼
び
し
て
「
沖
縄
の
心
の
響

き
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

文
化
協
会
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
を
一
日
の
公
演
で
終
え

る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
19
日
に
厚
狭
の
「
ま
ち
な
か
ギ

ャ
ラ
リ
ー
」
で
プ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。
地
元
の
活
性
化
を

目
的
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
「
厚

狭
・
杜
の
ま
ち
」
の
代
表
者
で
あ
る

村
上
さ
ん
や
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
家
主

で
あ
る
原
田
さ
ん
、「
や
よ
い
」
の
塩

田
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
開
催
に
こ

ぎ
つ
け
ま
し
た
。
会
場
が
狭
い
こ
と

も
あ
り
、
間
近
で
比
嘉
真
優
子
さ
ん

と
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
、
素
晴
ら

し
い
歌
声
に
来
場
者
は
大
満
足
で
し

た
。 

 

本
番
の
公
演
は
、
期
待
を
裏
切
ら

な
い
、
心
に
響
く
の
び
や
か
な
沖
縄

民
謡
や
素
晴
ら
し
い
三
線
の
音
色
、

華
や
か
な
琉
球
舞
踊
に
感
動
し
、
最

後
は
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
で
来
場
者
も
舞

台
に
上
が
っ
て
踊
り
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。 

邦   

楽   

部   

門 

美 

術 

工 

芸 

部 

門 

３ 

音  

楽  

部  

門 

（混声アクサリス） 

歌
謡
の
部 

（未生流） 

日  

舞  

部 
 

門 

（愛のチャリティ歌の祭典） 

洋
舞
・
そ
の
他
部
門 

茶 

華 

道 

部 

門 

令和元年度山陽小野田市民文化祭 

令和元年９月1日～11月10日 

自 

主 

文 

化 

事 

業 

山陽小野田市文化協会だより 山陽小野田市文化協会だより 

（美栄楽踊会） 

（ベンダアカデミー＆小野田吹奏楽団） 

２ 

文   

芸   

部   

門 


